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このニュースは中央団体と県連絡会に送付しています。地域連絡会・加盟組織に送って下さい。
「増税つき定額給付金」は逆効果
景気対策欧州では消費税率引き下げへ
麻生首相が「追加経済対策」の目玉とした２兆円規模の「定額給付金」は３年後の消費税増税とセットにしたことで、「増税付き定額給付金」とマスコミ、国民から厳しい批判の声が上がっています。自民党、民主党の税制調査会、政府税調が11月上旬から「来年度税制改正案」、「中期プログラム」の策定へ向けて論議を開始しています。英国は０９年末まで１７・５％の消費税（付加価値税）を２・５％引き下げることを発表し、ＥＵも税率引き下げを指示しました。英国のダーリング財務相は消費税の引き下げについて「全員を支援する最良で最も公平な方法」「商品とサービスを安くし、消費を促進し、成長を刺激する」と強調しました（11月26日「赤旗」など）。国民生活なおざりの自民・民主も真剣に他国の例に学ぶべきです。年末に向けて、「消費税増税反対」「生活費に課税するな」「緊急に食料品などを非課税に」の声を大きくして、麻生内閣を追い詰めていきましょう。

「麻生首相と財務省は増税計画を撤回しろ」　　　　財務省前抗議・要求行動に１９０人

　消費税廃止各界連は11月13日、「消費税増税やめよ、大企業・大資産家に応分の負担を」財務省前抗議・要求行動を実施しました。17地域・団体から190人が参加し、「麻生首相は増税発言を撤回せよ」「財務省は増税計画をやめよ」と要求しました。嶋岡千年事務局長が情勢報告と行動提起（別項）をおこない、麻生首相が２兆円の「定額給付金」と引き換えに消費税増税を狙っていることを批判し、社会保障に使われなかった消費税の歴史、大企業・大資産家への行き過ぎた減税の実態を広く国民に知らせ、総選挙で増税計画を断念させるよう、増税勢力に審判を下そうと訴えました。各界の決意表明（別項）の後、参加者全員で財務省にむかって「消費税増税やめろ」などと唱和しました。
＜決意表明＞「家計に占める税の割合は20％にもなった。消費税が大企業の減税と５倍化した軍事費に使われていることを徹底して知らせ増税阻止を」（新日本婦人の会・高田公子会長）、「公明党の強い地域でも『定額給付金』は支持を得ていない。選挙での審判のために大運動を」（消費税をなくす兵庫の会・溝渕事務局長）、「工賃が半値８掛２割引の建設業の苦境打開を。アメリカ大統領も代わった。日本も税・政治のあり方を転換しよう」（東京土建一般労働組合・小沼正和税対部長）、「後期高齢者医療制度の廃止を。消費税増税でなく医療充実のためにもっと税金を」（全国保険医団体連合会・土岐昌弘理事）、「9月から『秋の陣』スタートとして学習・懇談を重ねてきた。さらに運動を一回り大きくしたい」（長野県各界連・竹村利幸事務局長）、「この間、徹底して年寄りいじめ政治が続けられてきたことを転換させよう。後期高齢者医療制度廃止・消費税増税阻止へ共同のたたかいを」（全日本年金者組合・松岡勉中央常任委員）、
＜行動提起＞①全国津々浦々で、消費税増税反対の宣伝行動を強化②「１０００万署名・対話運動」を年末までに達成③総選挙で政党や候補者に旺盛な要請活動やアンケート・公開質問状をすすめる④これまでの枠を超えた団体へ申し入れ・懇談と地方自治体請願運動を強化⑤地域各界連再建・強化。
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★埼玉・北本市と鳩山町で請願採択　埼玉の２つの自治体が９月議会で「消費税増税反対」の請願を採択し国に意見書を送りました。埼玉土建が他団体とも協力して取り組んできたもの。また、埼玉県各界連は３４６団体の署名とともに県議会に「国に意見書を」と請願。92人の議員全員に文書も郵送して働きかけてきましたが、賛成は共産党の２人の議員のみで不採択となりました。　　　　　　　（次ページに続きます）
★６０００人超の署名で区議会陳情へ　東京・北区各界連は12月区議会で「消費税増税反対」で国へ意見書を上げるよう陳情の準備を進めています。11月９日には豊島５丁目団地で署名行動をおこない、１３７７人から署名が寄せられました。事前に署名用紙を配布していた６棟３２８９戸を38人で訪問。同時に、団地内に机を置いて「本部」にし、ハンドマイクで訴えながらシール投票もおこないました。署名を書いて待っていてくれた方、留守でも書いた署名をドアに張っておいてくれた方などの協力を得て、同各界連の署名は累計で６０００を突破しました。参加者は「『ご苦労様』と準備してくれている人が多かった。やはり地道に訪問し対話する活動が大事だ」と話していました。

★麻生発言に反撃の昼休みデモ　山口県各界連と消費税をなくす山口の会は、麻生首相の「３年後に消費税増税」発言を受け、11月6日に反撃のデモ行進。山口市役所前に50人が集まり出発集会、各界連の福江代表が「政府はこれまでもさんざん負担を押し付けながらさらに消費税を上げようとしている。総選挙で審判を下そう」とあいさつ。デモ行進では「定額給付金より消費税増税負担がはるかに大きい」「食料品非課税を」「社会保障費削減をやめよ」と訴えました。中国新聞などが報道しました。また同県各界連は選挙公示日まで使える宣伝カーテープを作成し、地域各界連で活用しています。

★総選挙候補者アンケートと市議会請願　山形地区各界連は衆議院選挙の予定候補者にアンケートを実施しています。現在まで民主党の鹿野道彦さん、共産党の佐藤まさゆきさんから回答が寄せられています。鹿野さんは「消費税云々の前に徹底的にムダを省くこと」、佐藤さんは「消費税増税は庶民生活を直撃し景気をさらに冷え込ませます。・・・逆立ち減税を改めること、不要不急の公共事業など歳出を見直すことで消費税増税なしで社会保障の財源はつくれます」と回答しました。また、同各界連は山形市の12月議会に請願書を提出しました。議員訪問では、ある自民党議員は「自民党に所属しているので紹介議員にはなれません」としつつ「私も増税には反対」と表明しました。社民党議員は「団会議で検討します」と言い、共産党議員は「賛同します」と快く紹介議員になってくれました。

★県下８カ所のちょうちんデモ、沿道から声援　滋賀県各界連は県民要求実現実行委員会と共催で10月10日、「下げろガソリン」「上げるな消費税」「選挙で政治を変えよう」と県内８カ所でデモ行進を行い20団体５７５人が参加しました。大津ではＪＲ大津駅前に１００人以上が手作りのあんどんやちょうちんを持って参加。店の前に出て応援する人、タクシーから身を乗り出して「頑張れー」の声援を送る人など市民の大きな共感を得ました。守山では１１１人が参加し、アラブの王様の仮装で「原油高騰」をわびながらデモする姿には沿道からも拍手喝采。中学生が携帯写真を取ったり小学生が一緒にこぶしを上げてくれたり、美容院から従業員数人が飛び出して声援を送ってくれたりのにぎやかな行進となりました。長浜では60人がちょうちんなどを持って行進。ヤンマーとたたかっている派遣の青年労働者が「組合だけでは勝てない。地域と連帯していきたい」と訴えました。

★定額給付金なんかいらん、と町の声　大阪・泉南連絡会は、11月の定例行動を11月14日に阪南市スーパー「マンダイ」前、17日に泉南市スーパー「ラ・ムー」前で行いました。阪南市の行動では５人が参加し81人分の署名、泉南市の行動では７人が参加し67人分の署名が集まりました。参加者は「自民・公明政権は、１回限りの定額給付金の後には消費税を10％に引き上げる。ばらまき一瞬、増税一生」と消費税の大増税反対をハンドマイクで訴え、ビラを配布しながら署名への協力を訴えました。買い物客も「消費税増税つきの定額給付金なんかいらん」「これ以上消費税が上がったらますます景気が悪くなる」「食料品は非課税にしてほしい」「今の政府のやり方はおかしい」などと足をとめて署名に応じてくれました。

★団体・地域代表者会議と学習会　愛知連絡会は10月15日、団体・地域代表者会議を開き11団体、12地域の37人が参加しました。消費税増税反対の世論を草の根から広げること、総選挙で国民的審判を下していくことなどを申し合わせ各地の取り組みを交流しました。第２部では「暮らしから見た経済・消費時絵」と題して、山家悠紀夫さんが講演。消費税増税によらなくても負担能力に応じた増税、無駄な支出のカットなどで財政確立は可能であることを分かりやすく話しました。同県の稲沢各界連は10月25日、「消費税増税でどうなる、私たちのくらし」シンポジウムを開催、消費税なくす会の大島良満さんが講演し、参加者が暮らしや営業の実態を報告、取り組みを交流しました。
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※10月11月の行動は、ＨＰにも掲載しています。各地のとりくみを送ってください。















PAGE  
1

